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研究成果の概要（和文）：欧州で始まった「冒険遊び場」は日本で独自の発展を見せ、都市公園

の新しい公共的使い方が市民の主体性によって具現化されてきている。しかし、この利用者主

体の物理的環境については、まだその発展に追随できてない。 

本研究では、都市公園のように、公共的な利用が期待される場において、主に子どもを対象と

して、利用者が主体的に物理的環境を利用するあり方について研究開発を行った。開発のため

に試作した公園家具は、利用調査から高い可能性があることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：Began in Europe "adventure playground" was developed unique in 

Japan. By a generalization of the "adventure playground", new public use of the city park 

has been embodied by the independence of citizens. However, the physical environment of 

the user entity, it is not enough. 

In this study, as a city park, in the field use the public is expected, as for children, was 

carried out research and development for the way the user uses the physical environment 

voluntarily mainly. The park furniture the prototype for development, that there is a high 

probability of use investigation was revealed. 
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１．研究開始当初の背景 

「自分の責任で自由に遊ぶ」という理
念の「冒険遊び場」が登場し、日本で
は世界的に見ても際だって活発な活
動となっている。利用者が主体的に公
園の管理運営に関わり、環境を変える
ことによって、利用者と管理者、子ど

もと大人、という明確な分類ではなく
相互に役割が浸透する関係が成り立
したことが、日本独自のあり方として
着目されている。 
しかし一方で、一般的都市公園では、
旧来型の公園家具が多く、特に、固定
式遊具は、設置されて 10 年以上もた
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って、老朽化と共に、時代のニーズに
も合わないものとなってきている。 
この結果、都市公園では、近隣の子ど
もたちは自由に遊ぶことができず、公
共的な場を好んで利用することがで
きない状況となってきている。 
 
 

２．研究の目的 

本研究では、この状況を一般化し、で
きるだけ多くの既存の都市公園にて、
子どもの遊びが中心となって地域共
生の場が生み出されることを目指し、
従来の固定式遊具などの公園家具と
は異なる、都市公園で利用される共用
公園家具の開発を現場で実践をしな
がら研究を進めることを目的とする。 
 
 

３．研究の方法 

上記目的を実現するためには、いわゆ
る、調査研究に基づいた開発を行うス
テップを経ていく方法では困難であ
る。よって、利用者が現実的に生活を
している状況下において、地域住民、
利用者協同で共用遊具の実験的制作
を試み、評価を得る方法を採用する。 
 
 
４．研究成果 
(1)基礎調査研究成果 
研究の目的にある日本全国にある冒険遊び
場の基本的情報の整理を行うとともに、継続
的に調査対象地として設定している「千葉市
子どもたちの森公園」にてフィールドワーク
を進めた。 
さらに、冒険遊び場の発祥の地であるロンド
ンにて、冒険遊び場の現状調査と共に、新し
い展開の一つである、ロンドンプレイという
活動の調査を行い、市民が主体的に公共的な
場を形作ることのあり方について把握をし
た。 
基礎調査成果は以下の通りである。 
・冒険遊び場（日本） 
関東近郊で、文献調査、および、冒険遊び場
に関して情報が最も集約されている、NPO 日
本冒険遊び場づくり協会での調査から、公園
の利用の仕方として特徴的な以下の公園を
重点的に調査し、特徴を明らかにした。 
都市公園を活用する 2 つの冒険遊び場「渋谷
はるのおがわプレイパーク」「新宿・戸山プ
レーパーク」の調査から、利用者の主体的な
関わりと、安全を中心とした管理のあり方に
課題が多くあることが明らかになった。また、
私有地を公共的な公園として活用している
「三ツ又冒険遊び場たぬき山」では、竹林
という豊富なその場の自然素材を生かすこ

とで、利用者が主体的に環境を構成するこ
とが比較的容易にでき、そのため、多くの
主体性を引き出すことにつながることが明
らかになった。 
・ロンドンプレイ 
ロンドンプレイとは、1998 年からイギリスの
首都ロンドンにて、ロンドンという都市全域
が子どもの遊びに満ちたまちとなるように
様々な子どもの遊びの活動をしている団体
に対して支援活動を行っている団体であり、
冒険遊び場だけで無く、上記の考えに沿った
活動をしている様々な市民活動を支援して
きた実績がある。その活動は多岐にわたるが、
冒険遊び場を支援するものとして、年に 1度
の活動を表彰する機会を設けることによる
啓蒙活動と、年に 1 度に各地で冒険遊び場を
展開するというプレイデーを企画すること
を行っている。一方で、街全体が遊びに満ち
たものとなるように、「コミュニティープレ
イ」「ストリートプレイ」という活動も行わ
れ、あるエリア全体や一つの道が遊び場とな
るような企画も実施している。これらの実態
について、事務局長とスタッフからヒアリン
グ調査をして、まち全域を遊びに満ちたもの
とすることの課題の抽出を行った。結果とし
て、ロンドンで冒険遊び場が始まって以来、
安全性を中心とした規格化・マニュアル化が
進み、冒険遊び場が一般化しつつあるが、一
方で、利用者の主体性を阻害して、本来の趣
旨とは異なる形骸化が進む危険性があるこ
とが明らかになった。 
また、年間賞を受賞したいくつかの冒険遊び
場に滞在し、運営者からヒアリングをするこ
とで、ロンドンプレイの事務局長から得た調
査内容を補足することができた。調査対象と
した冒険遊び場は以下の通りである。「Lady 
Allen Adventure Playground」「Evergreen 
Play Association Playground」「Fredrick 
Adventure Playground 」「 Toffee Park 
adventure playgrounds」「Glamis Adventure 
Playground」 
 
(2)活動調査研究成果 
継続的に活動調査を行うフィールドに、「千
葉市子どもたちの森公園」とともに、「市川
外遊びの会」が実践している「あそびぼ」を
対象に加えて研究を進めた。 
「千葉市子どもたちの森公園」は 2007 年に
開設され 6年間のほぼ毎日活動は展開してき
ている冒険遊び場であり、一方の「あそびぼ」
は、これから常設的な開設を目指す冒険遊び
場である。この 2つを比較しながら調査を進
め、公園家具のあり方について考察を進める。 
・千葉市子どもたちの森公園 
千葉市内で唯一の行政設置民間運営の冒険
遊び場で、調査研究を行った。老朽化した倉
庫を子どもが遊べるように改造をすること



を目標に活動調査を行った。結果的には、遊
びの要素を導入することは実現しないこと
となった。しかし、その課程では、利用者の
実態に肉薄する深い議論を経て、多くの調査
結果を得ることができた。結果の一つが「成
熟した冒険遊び場において物理的環境の整
備は必要最低限であることが求められる」と
言うことである。また、その必要最低限求め
られる環境が「遊び心」を刺激するものでな
くてはならないという条件が明らかになっ
た。 
・市川外遊びの会 
市川外遊びの会は、2011 年に冒険遊び場に興
味がある市民によって結成され、その年に 1
日だけの仮設的冒険遊び場を 2回。2012 年に
4 回開催し、2013 年には月 1 回の常設化を目
指した活動を進めている。 
この活動は、まさに、本研究が対象とする、
市民が主体的となり、利用者が都市公園を使
いこなす好事例であることから、これまでに
すでに制作をした「移動式遊具」を貸し出し、
モニター調査を 3度実施した。調査は、その
日に「移動式遊具」をトラックで持ち込んで
行うものであったが、常設化に当たっては、
この遊具もふくめ、常に公園の外部空間に置
き去りにされることが無いような置き場所
の確保の必要性が明らかになった。 
現在、常設化に向けて、公園という公共的な
場において、市民が主体的に利用するための
道具をどのように確保できるか、活動の課題
として取り組むきっかけとすることができ
た。 
 
(3)実践活動研究成果１ 
都市公園は多様な人々の利用を許容するも
のである。冒険遊び場は、市民が中心となっ
て、利用者のニーズに合ったきわめて高度な
利用の仕方をしている都市公園の利用法で
あるが、一方で、障害がある利用者にとって
は、利用しにくい印象がある。 
冒険遊び場の裾野を広げ、これまで公園を活
用できなかった利用者の対象を広げる意味
でも、障害がある子どもを研究対象に加える
ことは大きな意味があると考えた。 
・千葉大学付属特別支援学校小学部 
研究代表者が属する大学の付属特別支援学
校であるため研究の方法を具現化しやすい
という側面だけで無く、この学校では、これ
まで、現場の足場を生かした遊び空間を職員
の手作りで年に 3回仮設的に構築するという
試みを行っており、本研究の実践活動研究の
対象としてふさわしいと判断した。 
本活動研究では、小学校の学期のスケジュー
ルのうち、1 週間を調査期間として提供いた
だき、半年の利用観察調査を元にした仮設的
な遊び環境の構築として足場ユニットを活
用した大型の遊び空間の実施を行った。 

結果的に、当該小学校では、教育的観点から
遊び空間の実施はしていたが、遊び環境で純
粋に遊ぶという観点では無かったことから、
空間の構成に大きな変化が生じた。よって、
障害がある子どもであっても、自由な環境で
遊べる可能性を示唆する成果を得ることが
できた。 

写真１ 千葉大学付属特別支援学校小学部での実践活

動で制作した仮設的大型遊具 

 
(4)実践活動研究成果２ 
本研究が主題としている、主体的な市民によ
る環境形成の参加モデルとして、高度に成熟
化した福祉国家であるスウェーデンと、デン
マークで実践活動研究を実施した。 
スウェーデンでは、障害の有無にかかわらず、
多様な立場の子どもが共に遊べるという環
境を統合保育園として整備をしている。保育
園という範囲内ではあるが、多様なニーズが
共存する環境は本研究が目指すとこに近く、
そのような環境下で、どのような公園家具
（この場合は園庭家具）が求められるか知る
ことは、本研究の目指すところと一致する。 
また、デンマークでは、住区にある公園を住
民が共有し活用することが一般的である。こ
のような利用状況下でどのような公園家具
が求められるかを知ることは、本研究の目指
すところの先にある状況を指し示すものと
して期待できる。 
・マルメ大学総合病院ハビリテーリンゲンセ
ンター附属保育園コレベッケン 
スウェーデンマルメ市にあるマルメ大学に
付属する総合病院の院内統合保育園である
コレベッケンを調査対象とした。この保育園
では、約半数がマルメ大学総合病院のハビリ
テーリンゲンセンターで治療を受けている
子どもで、そのほかはこの地域に住む子ども
たちである。およそ 1ヶ月の滞在調査を行い、
子どもの主に園庭の利用状況調査と、保育士
と担当の作業療法士から、子どもたちの潜在
的ニーズを確認し、多様なニーズがある子ど
もたちが共に遊ぶことができる園庭家具の
開発を行った。 
一つは、電動移動補助具を必要とする、極度
に手足が矮小化して 6歳児の子どもを対象と



し、この子どもが他の子どもと共に遊ぶため
の園庭家具の開発である。小さな坂道を作れ
る 7つの部材を用意し、それらを組み合わせ
ることで、隠れ家的な空間を作ったり、電動
移動補助具を利用する子どものために他の
子どもが坂道を用意したりする様子を、利用
調査から見いだすことができ、設置すること
によって、障害がある子どもたちの遊びに変
化が生じることが確認することができた。対
象とする子どもは、これまで障害が無い子ど
もをついて行くことが精一杯の状況であっ
たが、この子どもを中心として遊びが広がる
様子があり、保育士と作業療法士共にこの公
園家具の有効性を評価していた。 

写真２ 対象とした子どもが他の子どもが作った坂を

上ってみている様子 

写真３ 健常の子どもと友にかくれんぼをする様子 

 

次に、さらに重度な子どもで、4 歳児で四肢
麻痺があり、観察調査では、ほぼ他の子ども
と遊びの交流が見られない状況にある子ど
もを対象とした。観察調査から、移動補助具
を使うことで、動けると言うこと自体が楽し
みの一つであることがわかり、移動補助具を
使って動かして楽しむことを共有できる園
庭家具を開発した。 
この園庭家具の設置をすることにより、明ら
かに他の子どもと友に遊ぶ状況が増え、特別
な状況にある子どもであっても、個性を把握
して、能力を発揮できる状況があれば、その
能力を生かして、楽しみを増幅させ、周囲の

子どもを巻き込んだ遊びに転換できること
が明らかになった。 

写真 4 移動補助具を使って押して遊ぶ様子 

 
・オーフス市公園スカンセン 
デンマーク第 2の都市であるオーフス市にあ
る公設の公園「スカンセン」は、非常に緑豊
かな芝生のエリア（写真５）と、きわめて狭
い砂場のエリア（写真６）とが明確に分かれ
ており、周辺住民たちがこの 2つのエリアを
うまく使いこなすことを協議している状況
にあった。しかし、そもそも、この芝生エリ
アは、公園の中でも子どもが遊ぶ場所として
は指定されておらず、遊ぶための公園家具を
常設することは許されない条件であった。 
そこで、意識高い利用者が、その場の状況に
応じて、どちらの空間も特徴的に利用できる
移動可能な公園家具の開発を行った。利用状
況調査で 3週間滞在をして、調査を元にした
開発と、1 週間の利用状況調査を行うことで、
この公園遊具が適切に機能することが確認
できた。 
 
 
以上のことから、これまで日本の中で独自に
発達してきた、冒険遊び場のような、利用者
主体の都市公園の活用のあり方を、さらに発
展するためには、障害があったり、社会的に
弱い立場の利用者の要求も取り込み、より多
様な利用者が関われるようにすることが求
められており、その要求に対応するためには、
固定式の公園家具だけで無く、その環境の中
で有効に機能する、移動式・可搬式の公園家
具が重要であることが明らかになった。 
実践活動研究では、こうした可能性を現実の
ものとして確認する上で有効であった。今後
は、これらの知見を元に、さらに製品レベル
での検討が必要であり、公園家具メーカーと
連携して製品開発を進めていく段階に来て
いるといえる。 
現在、公園家具メーカーと共同研究開発の検
討を始めており、本研究の知見を生かせるよ
う、さらに現実的な開発を進めていきたい。 
 



写真５ スカンセン公園芝生広場に置かれた開発公園

家具：スタッキングして収納が容易になっている 

写真６ スカンセン公園の砂場エリアで子どもが遊び

のために配置した開発公園家具：様々な創意工夫が見ら

れる 
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